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2026 年 11 月９日 
各  位

上 場 会 社 名 兼 房 株 式 会 社
代 表 者 代表取締役 社長執行役員 磯谷 岳摩
( コ ー ド 番 号 5984）
問合せ先責任者 取 締 役  常 務 執 行 役 員 佐築 賢治
(TEL 0587-95-2821) 

中期経営計画（2026 年度〜2028 年度）における数値目標の公表について 

当社は、2026 年 5 月 12 日付プレスリリース【「2035 年のありたい姿」と中期経営計画（2026
年度〜2028 年度）について】において、2026 年度よりスタートする３ヶ年の中期経営計画の基
本方針と目標・重点戦略等の計画の骨子を発表しましたが、具体的な計数目標については 2026
年度の連結業績予想のみを公表し、2027 年度以降の計数目標と主な KPI などの数値については、
年初来の超硬合金素材をはじめとする主要な原材料の価格高騰や、中東情勢など外部環境の大
きな変化を踏まえ見直すこととし、公表を見送っておりました。現在においても依然不透明な状
況ではありますが、計数目標と主な KPI を見直しましたので、その内容を下記のとおりお知ら
せいたします。 

【主な数値目標（業績目標は連結ベース）】 

年度 売上高 営業利益 売上高 
営業利益率 主な KPI 

2026 ２２０億円 １１億円 5.0％  ＲＯＥ⇒2028 年度 3.3％以上
 新製品売上比率⇒2028 年度 10％以上
 エンゲージメントスコア

⇒2025 年度サーベイ結果から毎年改善
 GHG 排出量（Scope1･2）

⇒2028 年度に 2021 年度比 25％削減

2027 ２３０億円 １２億円 5.2％ 

2028 ２４０億円 １４億円 5.8％ 

以下は、2026 年５月 12 日に公表した中期経営計画（2026 年度〜2028 年度）の骨子。 
※２．目標（連結ベース）以外は変更ありません。

中期ビジョン：「変化への対応スピードとやりきる力で持続的成長を実現」 

１． 基本方針 

【第一の柱】 【第二の柱】 【第三の柱】 
市場価値を高める 

事業展開と選択集中 
競争力を支える 
ものづくり革新と DX 実装 

人財力を引き出す 
成長支援型組織づくり 

【土台】利益創出を軸とした経営管理と基盤強化 
■ PDCA/OODA サイクルの短縮による経営スピードの向上
■ 役割と責任の明確化によるタスク成功率の向上
■ 受注変化に効率よく迅速に対応かつ余裕時に徹底的な教育が実施できる体制づくり
■ 市場変動や需給変化への代替策(Plan B)を常に準備
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２． 目標（連結ベース）※今回、具体的数値目標を公表 

計数目標 ■ 売上高 3 ヶ年平均成長率：５％以上 ■ 売上高営業利益率：５％以上 
■ 2026 年度：売上 220 億円、営業利益 11 億円（売上高営業利益率 5％） 

主なＫＰＩ ROE、新製品売上比率、エンゲージメントスコア、CO2 排出量 
 
３． 重点分野 

戦略製品 
■ グローバル戦略製品 ： 

市場の大きい自動車・住宅関連の金属切断・木工用丸鋸製品 
競合の少ない合板・紙工関連の平刃製品 

■ 新市場攻略製品 ： EV・半導体関連の高精度刃具、新素材切断刃 
重点市場 北中南米、インド 
重点技術 希少素材の微小化、コーティング、接合、レーザクラッド、熱処理 

 
４． 重点投資・活動 

 
５．サステナビリティ戦略 

 
 

投資対象 
重点活動 

システム、モノづくり、人的資本、作業環境、カーボンニュートラル 
変化対応力・調達能力アップ 

主要投資 
および活動 

■ 高人依存からの脱却・付加価値創出型の生産体制へ（自動化・省人化） 
■ 製造・業務に「変化対応部門（プール） 」を設置（業務の平準化） 
■ 採用から再雇用（シニア層）まで幅広く人財へ投資（人事制度見直し） 
■ 調達先の多様化、レアメタル由来の重要原材料の安定確保 

優先的に取り組む課題 主な取組テーマ・アクションプラン 
当社独自の切削技術によ
る付加価値創造 
（SDGs 9） 

・EV 用電池やリサイクル素材、バイオマス市場への取り組み 
・半導体産業向け特殊素材加工用工具の開発 
・各種展示会等の技術賞へ積極的に参加し、加工技術発展へ貢献 

資源の有効活用、 
廃棄物削減・再利用 
（SDGs 12） 

・廃棄物や端材からリサイクル・アップサイクル製品を開発 
・超硬接合新技術確立と刃金寸法統一による超硬材料量の最適化 
・樹脂製梱包材の削減、工場排熱利用による空調電力削減 

環境に配慮した刃物開発、
切削方法の提案 
（SDGs 13） 

・開発テーマ全件で GHG・レアメタル使用量の削減効果を創出 
・製品開発：フライスカッターの用途開発、接着刃先製品開発 
・製造技術：炭化水素 PVD 洗浄機導入、薄鋸化とメッキレス化 

生産性向上、 
ワーク･ライフ・バランス 
（SDGs 8） 

【生成 AI 活用による生産性向上】 
・全部門利用率 100％、アクティブユーザー率 50％以上 
【エンゲージメント向上と生産性向上】 
・ 1on1 ミーティング 定着化、タレントマネジメント高度化 

パートナーと協力し、 
SDGｓへの取り組み促進
（SDGs 17） 

・各種企業団体参加企業や大学との情報交換活発化 
・各国ビジネスパートナーとの協業による CN 貢献刃物の拡販 
・外国人やキャリア採用の積極化、子会社ローカル社員教育強化 
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６．資本コストや株価を意識した経営実現に向けた対応について 

① 経営管理の基本ポリシー 
 利益管理の強化（売上→利益追求型への転換） 
 短期だけでなく中長期的利益を重視 
 研究開発費は新市場創出を意識しつつ、創造性も重視 

② 安定的な財務運営（株主還元、キャピタルアロケーション） 
 上記の中期重点テーマとサステナビリティ戦略への取り組みにより、持続的なキャ

ッシュ創出力の向上と資本コストを上回る収益性の確保を目指す。 
 創出されたキャッシュについては、成長分野への再投資を通じた競争力強化を優先

しつつ、財務健全性と株主価値の向上に資する形で活用していく。 
 これらの取り組みを着実に実行することで、事業成長と資本効率の両立を図り、中長

期的な企業価値の持続的な向上を目指す。 

③ ガバナンス・ＥＳＧ対応の強化と IR 活動の充実 
 役員構成のさらなる多様化と次世代リーダー育成強化 
 GHG 排出量（Scope１･２）を 2030 年度に 2021 年度比 35％削減目標への取組強化 
 サステナビリティへの取り組みとともに人的資本投資に関する開示を充実 
 グローバルカンパニーとして英文開示への取り組みを開始 

以上 



中期経営計画

2026年１１月９日
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ホームページ URL https://www.kanefusa.co.jp
お問い合せ先 経営管理室長 服部 政信
電 話 番 号 ０５８７－９５－２８２１

兼房株式会社

https://www.kanefusa.co.jp
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中期経営計画（2023～25年度）の振り返り



１ 前中期経営計画の振り返り
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3.3％

・3年間の売上高は、国内は低位横ばい。海外は米国が堅調だったほか、新興国のインド・ブラジルが
好調に推移した。一方、中国経済の低迷、それに伴い東南アジアも低調、さらに欧州市場も低調に
推移した。全体では、円安の追い風もあり、増収傾向となったが、2022年度実績は越えられず。

・利益については、グループ全社を挙げての生産性の向上、DXや不採算製品削減による効率化、
2024年度には中国子会社の構造改革などに取り組んだものの、世界的なインフレによる
人件費および原材料価格等のコスト上昇により営業利益率は低位で推移した。

156.56158.18141.83132.70115.02103.50

184.33164.92157.12141.47130.51126.95

22.3621.6719.9319.0118.0615.88

為替レート
ドル

ユーロ

元
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１ 前中期経営計画の振り返り

テーマ 主な実績

グ ロ ー バ ル 市 場 に お け る プ

レ ゼ ン ス 強 化

モ ノ づ く り 力 と D X 強 化

海 外 主 要 展 示 会 へ の 継 続 出 展

( L I G N A 、 E M O 、 A M B 、 I M T S な ど )

高 度 外 国 人 材 ４ 名 採 用
社 内 制 度 の グ ロ ー バ ル テ ク ニ カ ル エ ン ジ ニ ア ： G T E （ 海 外
派 遣 技 術 者 要 員 ） の 増 員
ベ ト ナ ム の 製 造 子 会 社 4 4 名 増 員
中 国 子 会 社 の 構 造 改 革 実 施
C L T 加 工 用 刃 物 が 大 阪 ・ 関 西 万 博 の 大 屋 根 リ ン グ 建 設 に
も 貢 献 。 ヨ ー ロ ッ パ に お い て も 拡 大 中 。

2 0 2 3 年 ： L C 角 の み 、 2 0 2 5 年 ： ポ リ ゴ ノ ビ ッ ト が
日 本 木 工 機 械 展 技 術 優 秀 賞 を 受 賞
レ ー ザ ク ラ ッ ド 技 術 を 応 用 し た モ ノ づ く り 革 新
ベ ト ナ ム 製 造 子 会 社 工 場 の ３ ・ ４ 期 工 事 完 了 お よ び 生 産
品 目 の ラ イ ン ナ ッ プ 拡 充
イ ン ド ネ シ ア 子 会 社 で 新 熱 処 理 設 備 導 入
本 社 物 流 セ ン タ ー 新 設 と W M S ( ※ ) の 導 入
A I を 活 用 し た 自 動 検 査 に よ る 省 人 化 に 向 け た デ ー タ 収
集 実 施
本 社 基 幹 シ ス テ ム サ ー バ ー の 更 新

※ W M S … 物 流 セ ン タ ー で 行 わ れ る 、 入 荷 か ら 出 庫 ま で の 一 連 の 業 務

を 効 率 的 に 管 理 す る た め の 倉 庫 管 理 シ ス テ ム 。

主な成果 ①
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１ 前中期経営計画の振り返り

テーマ 主な実績

資 本 コ ス ト や 株 価 を 意 識 し た

経 営 の 実 現 対 応

経 営 基 盤 強 化 新 市 場 開 発 室 の 新 設
管 理 お よ び 営 業 部 門 に 本 部 制 導 入
企 業 型 確 定 拠 出 年 金 導 入
複 線 型 職 能 資 格 制 度 導 入
3 年 連 続 ベ ー ス ア ッ プ の 実 施
大 卒 初 任 給 の 引 き 上 げ
( 2 0 2 3 年 度 2 1 万 5 千 円 → 2 0 2 6 年 度 2 6 万 円 ※ 学 部 卒 )

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 戦 略 C D P ( ※ ) 2 0 2 4 年 気 候 変 動 ス コ ア リ ン グ 「 B ｰ 」 取 得

G H G フ リ ー エ ネ ル ギ ー 比 率 ： 2 0 2 5 年 度 実 績 4 0 ％ ま で
引 き 上 げ
欧 州 向 け 一 部 製 品 に カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ ン ト の 数 値 開 示
刃 先 カ バ ー の 小 型 化 に よ り 、 プ ラ ス チ ッ ク 使 用 量 削 減
ロ ー 付 方 法 の 見 直 し に よ り 、 ロ ー 材 使 用 量 の 削 減

※ C D P ・ ・ ・ イ ギ リ ス で 設 立 さ れ た 国 際 環 境 Ｎ Ｇ Ｏ 。 活 動 目 的 は 「 人 々 と 地 球 に

と っ て 、 健 全 で 豊 か な 経 済 を 保 つ 」 こ と で あ り 、 投 資 家 や 企 業 等 に 働 き か け 、 環 境

に 与 え る 影 響 に 関 す る 情 報 開 示 を 促 し て い る 。

連 結 配 当 性 向 3 0 ％ か ら ３ ５ ％ に 変 更
環 境 配 慮 型 製 品 拡 販 ( N o v a  E ’ z D i s c 、

ス テ イ ブ ル ソ ー 、 エ コ エ ン シ ン な ど )
社 外 女 性 役 員 登 用
福 岡 営 業 所 と ス ラ バ ヤ 拠 点 を 売 却
不 採 算 製 品 の ス ク ラ ッ プ

主な成果 ②
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2035年のありたい姿について



２ 2035年のありたい姿について
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お客様
から見た

兼房

従業員と
その家族

から見た兼房

刃物の先を見つめ、創り出している兼房

お客様の困りごとを解決し、信頼されている兼房

従業員のやりがいと幸せ、希望があふれている兼房

社会から
見た兼房

3つの視点から見る兼房のありたい姿



２ 2035年のありたい姿について
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ありたい姿のための4つの変革

付加価値創出の
仕組みづくり

視点・考え方

投資方針 組織・風土

お客様と取引先様とともに
価値を生み出しましょう
中長期視点で兼房の価値を
生む力を高めましょう

自分・自部署ではなく、兼房
全体・刃物業界を刃物（製品）
ではなく刃物を取巻く全て
を広く見ましょう

人の力を最大に活用する
ために教育・設備・システ
ム・AIに時間とお金を使い
ましょう

人が力を発揮しやすくする
ために仕組みと風土をつく
りましょう



２ 2035年のありたい姿について
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「もっと」

合言葉

ともに、もっと刃物の先を見つめよう
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中期経営計画(2026～28年度)
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３ 中期経営計画－基本方針

2026〜2028年度 中期経営計画

2035年 ありたい姿

【企業理念】
世界のものづくりに貢献

時間

成長

現 状

・PDCA/OODAサイクルの短
縮による経営スピードの向上

・役割と責任の明確化による
タスク成功率の向上

・受注変化に効率よく迅速に
対応かつ余裕時に徹底的な教
育が実施できる体制づくり

・市場変動や需給変化への代
替策(Plan B)を常に準備

変化への対応スピードとやりきる力で持続的成長を実現

成長 ＝ スピード × やりきる力

【第一の柱】

市場価値を高
める事業展開
と選択集中

【第一の柱】

市場価値を高
める事業展開
と選択集中

【第三の柱】

人財力を引き
出す成長支援
型組織づくり

【第三の柱】

人財力を引き
出す成長支援
型組織づくり

【第二の柱】

競争力を支え
るものづくり
革新とDX実
装

【第二の柱】

競争力を支え
るものづくり
革新とDX実
装

【土台】 利益創出を軸とした経営管理と基盤強化

ビジョン

スローガン



３ 中期経営計画－目標
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営業利益

当期純利益

売上高営業利益率

ROE

億円

2028年度営業利益目標 14億円
売上高営業利益率：５％以上

営業利益
当期純利益
売上高営業利益率

ROE

計230



３ 中期経営計画－目標
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【戦略製品】

金属用丸鋸

自動車産業を中心に世界各国へ高効率生産を実現す

る高付加価値製品の拡販。難削材の大型化に対応する

大径丸鋸の生産対応、鋼管切断市場への拡販。

木工用丸鋸

国内住宅市場縮小を補うべく、海外中心に薄鋸化など

による拡販。

製紙関連刃物

海外生産子会社を最大限活用した最適生産分業体制

による安定供給および新規参入地域への大口販売ルー

ト構築。

合板関連刃物

北中南米及びインドにおける市場開拓に対応する

ラインナップの拡充。

収益成長戦略①



３ 中期経営計画－目標
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【重点市場】

・北中南米

米国は引き続き世界の牽引役、メキシコは北米の

ニアショアリングとしての期待、ブラジルは資源大国

としての強みなどを背景に、当社の販売拠点を

最大限に活用し、住宅二次加工市場、製紙パルプ・

バイオマス市場の開拓および、自動車関連市場、

合板市場の拡大。

・インド

世界一の人口を背景とした高い成長率を見込み、

機械メーカーとの関係強化、新たなＢtoＢ販路構築

による拡大。

収益成長戦略②



ＲＯＥ⇒2028年度3.3％以上
新製品売上比率⇒2028年度10％以上
エンゲージメントスコア ⇒

2025年度サーベイ結果から毎年改善
GHG排出量（Scope1･2） ⇒

2028年度に2021年度比25％削減

３ 中期経営計画－目標
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【重点技術】

・ 希少素材の微小化

・ コーティング

・ レーザクラッド

・ 接合

・ 熱処理など

【重点投資】

システム⇒次期基幹システム構築、
サイバーセキュリティ強化

モノづくり⇒付加価値創出型の生産体制へ変革
（自動化・省人化・複合化）

人的資本⇒心理的安全性の向上、
成長支援型制度づくり

作業環境⇒本社工場再構築
カーボンニュートラル
変化対応力⇒変化対応部門（プール）の設置
調達能力⇒調達先の多様化、重要材料安定確保

収益成長戦略③ 収益成長戦略④

レーザクラッド

レーザクラッドとは、

粉末金属素材を、

レーザー光を熱源として

溶融し肉盛りすることで、

台金の上に刃金を一体化

して形成し、耐摩耗性・

耐食性・耐熱性などの

特性を向上させる技術

です。

主なKPI



中期経営計画ー設備投資計画３
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2023(実績) 2024(実績) 2025(実績) 2026(見込) 2027(計画) 2028(計画)

設備投資推移

国内 海外

億円

前中期経営計画 主な設備投資実績前中期経営計画 主な設備投資実績

・ベトナム工場増産体制強化
・本社物流センター建設

主な設備投資計画主な設備投資計画

生産能力増強

・自働化・省人化

41.2％

（23.8億円）

設備更新

38.2％

（22.1億円)

システム関連

10.1％

（5.8億円)

その他

10.2％

（5.9億円)

設備投資計画
57.8億円

中計設備投資計画内訳

投資額国内

約13億3千万円自動化・省人化

約１７億4千万円設備更新

約5億8千万円DX投資

投資額海外

約3億4千万円ベトナム生産能力増強

約1億9千万円ブラジル再研磨拠点再編

20



役員構成のさらなる多様化と次世代リーダー育成強化

GHGの排出量を2030年度に2021年度比35％削減目標への取り組み強化

サステナビリティへの取り組みとともに人的資本投資に関する開示を充実

グローバルカンパニーとして有価証券報告書の英文開示への検討

中期重点テーマとサステナビリティ戦略への取り組みにより、持続的なキャッシュ創出力の
向上と資本コストを上回る収益性の確保

創出されたキャッシュについては、成長分野への再投資を通じた競争力強化を優先しつつ、

財務健全性と株主価値の向上に資する形で活用

これらの取り組みを着実に実行することで、事業成長と資本効率の両立を図り、中長期的

な企業価値の持続的な向上

利益管理の強化（売上→利益追求型への転換）
短期だけでなく中長期的利益を重視

研究開発費は新市場創出を意識しつつ、創造性も重視

中期経営計画ー資本コストや株価を意識した経営実現に向け た対応３
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経営管理の基本ポリシー

安定的な財務運営

ガバナンス・ＥＳＧ対応の強化とIR活動の充実



未来を研ぎ澄まし、喜びの輪を広げる
・「切る」「削る」を極め、環境に優しいモノづくりの
技術・ノウハウを提供する。

・従業員、お客様、さらにその先のお客様に
驚きと喜びと安心を提供する。

兼房の刃物で世界のモノづくりにイノベーションを
起こし、世界中の人々の未来を輝かせる。
そして、そこから生まれる価値を世界中に共有する

兼房に関わる全ての人へ新しい価値をもたらし、
世界の人々を笑顔にする

ビジョン
兼房が目指す未来

ミッション
兼房の存在意義・使命

バリュー
兼房が提供する価値

～兼房の強みから正の連鎖反応を起こし、社会と企業の持続可能性の両立を目指す～

わが社にしかできない切削技術で

新しい価値を創造し、

世界のものづくりに貢献する

地球環境に配慮した

刃物の開発、

切削方法の提案

生産性向上、

ワーク・ライフ・バランス

資源の有効活用、

廃棄物削減・再利用

兼房SDGsドミノ

中期経営計画ーサステナビリティ(パーパス、ＳＤＧｓドミノ)３
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地球環境に配慮した

刃物の開発、

切削方法の提案

生産性向上、

ワーク・ライフ・バランス

資源の有効活用、

廃棄物削減・再利用

・サプライチェーン全体での

省資源化

・廃棄物や端材からリサイクル・アップサイクル

製品を開発

・超硬接合新技術確立と刃金寸法統一による

超硬材料量の最適化

・開発テーマ全件でGHG・レアメタル使用量

の削減効果を創出

・フライスカッターの用途開発、

接着刃先製品開発

目指すべき成果

・生成AI活用による生産性向上

・エンゲージメント向上

・子育て世代の多様な働き方の拡充

主なアクションプラン、目標

わが社にしかできない切削技術で

新しい価値を創造し、

世界のものづくりに貢献する

・「六方よし」の刃物・切削の提供
（買い手・売り手・作り手・地球環境・社会・未来）

・新分野への取り組みの促進

・最適提案までの期間短縮

・EV用電池やリサイクル素材、バイオマス市場

への取り組み

・半導体産業向け特殊素材加工用工具の開発

・サプライチェーン全体における

カーボンニュートラルへの貢献

・エコ資材使用率の最大化

・限りある人財で最大利益を生む

・多様な働き方への柔軟な対応

パートナーと協力し、

SDGsへの取り組み促進

・パートナーとの連携により、

当社のSDGsの取り組みを

促進する。

・各種企業団体参加企業や大学との情報交換

活発化

・各国ビジネスパートナーとの協業によるCN 

貢献刃物の拡販

・外国人やキャリア採用の積極化、

子会社ローカル社員教育強化

中期経営計画ーサステナビリティ(優先的に取り組む課題)３
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KANEFUSA CORPORATION

当資料には、将来に関する記述があります。これらの記述は、当社が現在入手している情報に基づく予測、計画等を基礎として作成して
おり、不確定要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は、様々な要因によりこれらの記述と異なる結果となる可能性があります。
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